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   東京大学教育学部卒、同大学院博士課程修了。 

   東京大学大学院 教育学研究科教授を経て、              

   ０７年４月から白梅学園大学教授・副学長。 

       １０月より学長。 

       現在 東京大学名誉教授 白梅学園大学学長 

 

       専門は教育学、教育人間学、育児学。育児学や 

       保育学を 総合的な人間学と考えていて、ここに 

       少しでも学問の光を注ぎたいと願っている。また 

       教育学を出産、育児を含んだ人間形成の学とし 

   て人間形成の学として位置づけたいと思ってい 

   て、その体系化を与えられた課題と考えている。 

   三人の子どもの育児 に関わってきて、その体験 

   から父親の育児参加を呼びか けている。 

      保育者たちと臨床育児・保育研究会を立ち上げ 

   定例の研究会を続けている。 

    また同会発行のユニークな保育雑誌『エデュ 

   カーレ』の責任編集者でもある。 

    ＮＨＫ、Ｅテレ すくすく子育て 出演多数 

 

〔 演題 〕                                                  

憧れと生きる希望を育む子育
て 

  プログラム 

◎ 開会の言葉 

◎ 園長挨拶 

◎ 来賓挨拶 

◎ 講師紹介 

● 講   演 

◎ 謝   辞 

◎ 閉会の言葉 

『３～６歳 能力を伸ばす 個性を光らせる』2010年（主婦の友社） 
『０～３歳 能力を育てる 好奇心を引き出す』2010年（主婦の友社） 
『子どもが育つお母さんの言葉がけ』2010年（PHP研究所） 
『保育者論』2010年（ミネルヴァ書房、共著） 
『子どもの自尊感と家族』2009年（金子書房） 
『子育てはキレない、あせらない』2009年（講談社文庫）  
『夫婦力』2008年（岩崎書店） 
『「格差社会」を乗り越える子どもの育て方』2008年（主婦の友社） 
『子どもの学力の基本は好奇心です』2008年（旬報社） 
『子どもの身体力の基本は遊びです』2008年（旬報社） 
『子どものコミュニケーション力の基本は共感です』2007年（旬報社） 
『乳児保育の基本』2007年（フレーベル館、共著） 
『親だから伸ばせる中高生の「学力」と「生きる力」』2007年（主婦の友社） 
『親子のハッピーコミュニケーション』2007年（岩崎書店） 
『のびのび子育てこんなお母さんなら大丈夫 

        クレヨンしんちゃん親子学Ⅱ』2007年（双葉社） 
『パパ権宣言』2006年（共著 大月書店） 
『子育てにとても大切な２７のヒントークレヨンしんちゃん親子学』2006年（双葉社） 
『学力を伸ばす家庭のルール』2006年（小学館） 
『子どものサインが読めますか』2005年（女子パウロ会） 
『はじめて出会う 育児の百科』2003年（小学館） 

〔 著 書 〕 



『 』知識基盤･消費社会をどう生きるか
子育て講演会の意味するもの

園長 御手洗賢成2013,6,8

第１回目の１９８４年以来、本園の講演会は３０年目を迎える。この間、子育てを取り巻く社会

状況は、変化の激しい時代の波にさらされグローバル化と競争及び共生というかつて誰も経

験したことのない地球時代を突き進んでいる。

この３０年を振り返ると、象徴的な言葉が生まれては消え或いは再燃した。バブル崩壊・少

子化・不良債権・経営破綻・温暖化・モラルハザード・新自由主義・携帯/ネット・年功序列型賃金、

終身雇用制・ホームレス・ホリエモン・振り込め詐欺・ニート/フリーター・非正規雇用・派遣労働・

格差社会・ネットカフェ難民・就活・道路特定財源・偽装・格差社会・教育格差・投機マネー・サブ

プライム・食糧自給率・後期高齢者・リーマンショック・消えた年金・断捨離・コンクリートから人へ

・事業仕分け・婚活・妊活･終活・反日デモ・３、１１・想定外・絆・復興予算・福島原発事故・官邸前デ

モ・ＴＰＰ・再稼働・安全神話・ＥＳ細胞・遺伝子検査・ＩＰＳ細胞・領有権・出生前診断・アベノミクス・

改憲論。或いは、ファミコン・いじめ・登校拒否・ひきこもり・透明・心の闇・キレル・１７歳・バーチャ

ルリアリティー・学びからの逃走・普通の子ども・自殺・オヤジ狩り・ＤＳ・ポケモン・１３歳のハロー

ワーク・裏サイト・自己責任・ゆとり教育・学力低下・ＰＩＳＡ・児童虐待・育児ストレス・気になる子・

自尊感情・脳科学・雑学・スピリチァル・ＫＹ・子どもの最善の利益・尾木ママ・スマホ・フェイスブッ

ク・ライン・いじめ自殺・体罰・子どもの貧困・無償化・子育て３法等、枚挙にいとまがない。

こうした中、第１に、１９９７年の『透明な存在である僕』と発した少年Ａ の言葉は、（現在３０歳）

常に私の心を離れることはない。あの凄惨な事件は、日本中を震撼させ当初犯人は大人だと

予測されていた。折しも、この年の講演会講師は、今、大ブレイク中の、尾木ママこと尾木直樹

先生の年であり事件発覚の５月２４日から逮捕された６月２８日の間だった６月２１日に開催され

たものであった。自分のことを酒鬼薔薇聖斗と呼び、事件現場で被害者Ｊ君の頭部を切断後

自宅の風呂場の天井に隠し、夜中に学校の校門に運んだという事件だった。今なお、何が当

時１４歳の中学生だった少年Ａの動機 となったのかは現在も明確になっておら（きっかけとは異なる）

（参考文献 子どもの攻撃性に潜むメッセージ）ず、日本社会に残された病理の１つであるといえる。

第２に、日本は『消費大国』社会を一層拡大しつつあるということである。自国で生産可能

な食料をも 他国から大量に買いつけ消費し、他方で賞味期限切れの食材を大量に（自給率４０％）

廃棄している国である。又、本講演会と同じ歴史をもつあるテーマパークは、面白さと非日常

をお金で買う消費社会の縮図の１つでもある。消費社会は、物や人や事柄までも商品化し消

費していく社会のことである。物は、必要だから買う時代から欲しいから買う時代へと肥大化

し、付加価値合戦を続けている。人は、終身雇用制と年功序列型賃金という日本社会の高度

成長期から続いた体系が崩れ、流動化と格差の中、勝ち組負け組なる競争を煽られ人が商品

としてもの扱いされてもいる 。物と人を繋ぐ事柄は、サービスという本来なら崇（市場化テスト）

高な意味合いをもち得た概念から商品化（金銭化）され、応能負担から応益負担への道を突き

進み冨をもつ人ともてぬ人との格差を拡大している。又、面白さを買わせる商品化は、子ども

のあそび文化にとどまらず世代を超えた大人をも巻き込み射幸心をあおり、日常の仕事や生

活で抱え込んだいいようのない不全感の潜在化を解消する手だてとしての様相を日常化し



ている。さらに、極めつけとしてのネットオークション にみられる物や人や事柄の商品化は、＊）

＊）道路・消防車販売・結婚式代理出席等 ）々消費社会を象徴し、市場原理という矢で貫かれている。

第３は、人々の繋がり方がネット社会 により予測不可能な様相を示しつつ、（検索エンジン・ＳＮＳ等）

地球時代を意味する爆発的広がりをもたらした。特定と匿名・組織と個別・時差と即時・点と面

・知識蓄積と検索・多様と個・一方向と双方向・問いと答えの距離・身近な知人と見知らぬ共感

者・本当と嘘・情報操作とセキュリティー等、人物事の繋がり方への正、負の変化をもたらした。

第４は、３・１１に象徴される気候地殻変動は、私たちの依って立つ大地が常に危うさの上に

立っていることを知らしめ、私たちの行き過ぎた欲望の暴発に大きな楔を打ち込み立ち止ま

ることを余儀なくした。それであってもこの国は、数十年前からの原発問題を含む負の遺産か

ら目をそむけ、まるで何もなかったかの如く振る舞おうとする姿勢を今も続けている。

第５は、先に掲げたキーワードに凝縮された子どもを取り巻く諸問題が、社会の発展と変化

に呼応する形で表面化してきた。この背景の１つに、学校教育では『あるべき自分』を求められ

る一方、隣り合わせる消費社会では『あるがままに欲望を暴発させる仕掛けに組み込まれた

自分』とのダブルバインドを感じながらの軋轢が、歪さとなって現れたと考えられる。

本講演会は、こうした変化の激しい社会の現状を深く捉えつつそこに立つ、親と幼稚園を

含む教育機関や、地域住民とが子どもとどう向き合ったらいいのかという『関係論と意味論』

を問い続けてきた。掲げた演題は、そうした時代を読み取ろうとする『過去と今とを結ぶ未

来』へのメッセージとしての意味をもつ大きな意義があったと考える。

こうした意味からも、今回掲げた『憧れと生きる希望の子育てとは』と題する講演会への願

いは２つである。 つは、学校に行かずとも大人になれた時代から行かなくては大人として働１

き生きていくことのできぬ社会への変遷は、知識基盤社会であると同時に、多様な価値と異

質性とが自由に表明されつつ同じ地球船で生きねばならぬ運命共同体である両義において

グローバル化と持続可能性を乗り越えねばならない。そして、高度成長期の様な我慢して勉

強すれば良き職業或いは幸せがつかめる時代は去り、必ずしもその企業が生き残れるとはい

えぬ時代へと移り、いつ路頭に迷うやもしれぬすべり台社会になってきた。だからこそ、一度

や二度ころんでも立ち上がれる自分づくりのための、憧れ（知的･感性的・身体的好奇心）を軸

とした動機付け･意欲を原動力とし、教科書で学ぶ知識を記憶していく学習内容から、状況を

分析し論理的に他者に説明し、情報を批判的に捉える能力。或いは、多様な知識をつなぎ合

わせ問題解決に導く学習内容を源とした方向付けを、教育機関・親・地域社会がどう意味付け

具体化していくかが、深く求められる つには、その憧れをもって生きようとする過程には、２

必ずといっていいほどのためらい・辛さ・怒り・面白み・楽しみなど葛藤と躍動が伴う。対象に

関わろうとするからこそ生じるその心の揺れを、あなたはあなたであって大丈夫だと応援し

てくれる『誰かの存在』なくして前に進めない。これが、生きる希望の礎となり未来を切り開く

鍵となる。子どもを育てることは、『未来という希望の光を育む』営みでありこのバトンを渡し

きることが、私たち大人の責任である。この社会実現のために私達は、『憧れと生きる希望』を

持つことの意味を問い続け、『希望の灯火』を消さぬ直向さと、予測できない事態が起きても､

様々な人々と協調しながら創造的な解決方法を見いだしていける人なりを育んでいかねば

らない。本園は、幼児期を生きるこども達に、『対話的人格形成』という理念を掲げ、その民主

的感性的土壌を培うべく地域の子育てセンターとしての役割を今後とも果たしていきたい。



新聞記事からみた講演会 

１
９
８
５
年 

＊ 生まれて初めての長時間のインタビューに緊
張したのを覚えている。場所は、園舎の現職員室

エンジ色のソファーが懐かしい。 

＊ 初めての講師交
渉。今でも、夕方６時
頃河添先生にお電話
をした時の緊張感と映
像はは忘れられない。
先生は、保険生理学
が専門であった。 
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※ 大学時代観た映画、「どぶ川学

級」のモデルであった須長先生のこと
が深く心に残っていた。先生の著書
を『子育て講座』を読み込む内に是非
と考え、出版者へ連絡し、ご自宅へ
電話したことを思い出す。前日、食事
をさせていただきながら、当時テレビ
出演されていた『江守モーニング
ショー』のこともお話しされ我が子の
いじめの問題も絡め『いじめ問題』に
ついて語り合ったことを憶えている。 

※ 当時、早期教育のことが話題に
なっていた時期「かしこさに」ついて宮
城で講演される汐見先生のことを、あ
る雑誌で知った。当時、およびする先
生の本とは異なる話っぷりがきになっ
たため、主催者に、大胆にも講演の
記録テープがあれば譲って欲しいと
の電話をかけた。今では、考えられな
いが、主催者から早速の送付の約束
を頂いた。聴講後、まもなく出版社を
通じ先生の自宅へおそるおそるお電
話をし、おいで頂くことを確約され有
頂天になったことを憶えている。ただ、
講演前日羽田からの飛行機が荒れ
た天候のため決行となり先生は、 
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その日、実家の堺市まで移動され、
朝一番の新幹線でお出でいただき冷
や冷やしたことを憶えている。その後、
今回を入れて７回もお呼びすることに
なるとは予想だにしなかった。又、お
渡しした記念の花束を、宅配便で
送って下さいとのことを申し出られ、
夫婦愛の深さを感じた。     



※  当時も吹き荒れていたいじめ問題に、このひと

ならと依頼した。勿論今日の大ブレイクは、要素宇
田にしなかった。嬉しいのは、尾木ママと呼ばれる
ようになってからも当時の根っこの主張は変わって
おらず本園教育の根本の１つにも根付いている。
※ 学力と背筋力の関係を述べられた講師は、初

めてだった。企業への就職から東大への再入学そ
の後大学教授と異例の経歴を持たれる広木教授。
現在学長。※加藤教授に、思春期と早期教育の関
連について話していただいた。この頃から、思春期
と幼児教育の関連をいよいよ深めようとしていた。 



※  河崎教授の主張のキー

ワードは。面白さを買うという今
の子どもの生活が、自分感覚を
鈍らせる根源であるとのこと。
面白さは、過不足長短のある現
実の本物との格闘の中にこそ
ありとのこと。講演後の職員と
の懇談ではダンゴムシの話や
園長が、アヒルごっこをしたこと
の話で盛り上がった。教授は、
びゅんびゅんごまの６個同時回
しの名人であることも披露。巨
大ゴマを職員が回したのも印象
的。 ※ 村山教授の著書『子ど

もの攻撃性に潜むメッセージ』
に衝撃を受け講演を依頼。少年
Ａの事件との関連ありか？の伏
線。よい子であらねば、見捨て
られてしまうのでないかという不
安感が恐怖心となり暴発の背
景ともなっている。しかも、そこ
には、匿名的で明確な意図なき
病理的要素があることを指摘。                     
※ 汐見先生は、池田小学校の

事件をとりあげ、学校と地域の
あり方を問いかけられた。懇談
では、汐見先生の世界的視野
での日本の教育論に職員一同
感心させられた。（ＯＥＣＤの学
力観、学力テスト）      

※  １０回記念大会の際、１５

回のお約束をさせていただい
ていた。先生の話術は、臨場
感と高揚感を合わせたもので
あり大阪の藤山寛美の演劇で
学んだとのお話を頂いた。  
又、第１０回の時の講演後の
懇談で、当時の私に「張りつめ
た糸は切れやすい」の苦言を
呈していただいたことを今も感
謝している。現在、大阪の短
大の学長をされている。  子
どもを愛している つ も り   



※  ２２回講演会にやっと来ていただいたという思いが

あった。早稲田大学の学生たちとの竹林を守る運動や、
竹に付着している白い粉に抗菌作用卯があるなど環境と
の共生という点でも大きなご示唆をいただいた。安心・自
信・希望なのか、不安・不信・失望かの選択。冷たく、竪苦
しく、あわただしく、でなく 暖かく、柔らかく、ゆったりとした
風に吹かれたい。そんな子育て社会を育てたい！ 

※  ２／５／１０／１５ 

／２０回と講演会の節
目に来ていただいた。
当時、大阪教育大学
の副学長で附属池田
小学校の事件に心を
痛めておられた 

※
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※  来演頂くきっか

けは、『若者たちに
今何が起こってい
るのか』の著書を
読んだこと。難解な
著書だったが読み
応えがあった。思
春期のこども達の
サブカルチャーへも
深い見識を持たれ、
見放されたという恐
怖感と虚脱感が、
何があっても動揺
しない平気感覚を
生みおびただしい
血を見ても動揺し
ない少女Ａ、そんな
こども達にネット
ケータイは？ 

※  ２８回 講演会の歴史では初めての女性

講師！きっかけは、『時間』親ルールから自
分ルールへの著書。感情にまかせての早くし
なさいでは子どもの考える力の育ちを奪うこと
になる。これからの子育てに具体的指針とな
る必見の著書。 

※ 初めての医師の講

演。脳科学ばやりと不
況との関係を述べて
おられる著書に出会う。
日本赤ちゃん学会の
会長さんでもある。オ
ランダでの留学経験
を基にした理論を具体
化しておられる 
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第２・５／１０／１５／２０回 

  秋葉 英則 先生 第８回 渡辺 弘純 先生 



第１４回 尾木 直樹 先生 

第１１回 広木 克行 先生 第１３／２１回 加藤 繁美 先生 

第１６回 河崎 道夫 先生 



第２７回 小西 行郎 先生 
第２６回 中西 新太郎 先生 

第２８／２９回 高取しづか先生 



   「どの時代にも、どの民族も、共通に大事にしてきたものはなあーに？」 
•  こう聞かれたらみなさんはどう答えるでしょうか。人類がその歴史全体を通じて普遍的に大

事にしてきたものは何かということです。その答えの内容こそが、「混沌とし始めている現代社
会で、私たちがあらためて大事にしなければならないことは何か」という問いを考えるときのヒ
ントを与えてくれるに違いありません。 

•  答えはさまざまにあり得るでしょうが、私は、その一つは間違いなく宗教だと思っています。
宗教こそ、どの民族も、どの時代でも、人々が大事にし、それを豊かにし、それをよりどころに
して生きてきた当のものだと思うのです。形はさまざまですが、宗教のない社会はないのです。 

•  御手洗賢成さんは、その宗教の担い手で、仏教のお坊さんです。 

•  私は、仏教に限らず、宗教の自覚的ですぐれた担い手は、みな社会活動家だと思ってきまし
た。釈迦にしても、イエスにしても、ムハンマッドにしても、あるいは日蓮や親鸞にしても、みな
人々の幸せのために懸命に活動してきた人物です。人々、特に、権力や金力をもたない庶民
の、現世・来世の幸せを願って、いのちを削って活動してきた人たちです。 

•  御手洗賢成さんは、現代の日本で宗教家としての自らの使命を全うするために、幼児教育
家となる道を選びました。宗教は人々に唯一平等に与えられた「いのち」の営みを助け、「いの
ち」が輝くように援助するものですが、幼児教育もまた、子どもたち一人一人に平等に与えられ
たそれぞれの「いのち」の営みを活性化し、充実するように援助する営みです。 

•  御手洗賢成さんは、そのため、一方で幼稚園の園長として子どもたちと直接に関わり、遊び
という子どもたちの「いのち」を直接輝かせる営みを充実させるために努力してきましたが、あ
わせて、その子どもを産み育てている当事者である保護者の、子育てというこれまた人類が普
遍的に累々と続けてきた営みを、現代社会において充実させるための援助を累々と続けてこ
られました。 

•  その成果のひとつが、とうとう30回目を迎えた徳山中央幼稚園主催の「子育て講演会」です。 

•  大したものだと思います。一言で30回といいますが、かくも長く続けることは並大抵のことで
はありません。みなさんのご家庭で30年間毎年続けているものはありますか？とといわれたら、
返答に困るのではないでしょうか。 

•  その情熱は、御手洗賢成さんの宗教家=幼児教育家としての自覚がもたらしてくれたのだと
思います。仏教寺院は、かつては、宗教的な儀式の場であるだけでなく、町や村の何でも相談
所であり、祭りの拠点であり、学びや癒やしの場でした。町や村のいわば文化・教育・娯楽セン
ターでした。その歴史的な寺院の機能を現代において引き継ぎたいとの願いが、「子育て講演
会」として結実してきたのだと思います。講演会は、幼稚園を地域の子育てセンターとして機能
させたいという宗教家御手洗賢成の願いの結実です。私は、こうした御手洗賢成さんの情熱
に打たれて、これまでお手伝いさせてきましたが、光栄なことだと感謝しています。 

•  これから、徳山中央幼稚園は、どういう風に自らの使命を果たしていこうとするのか、私には
強い興味があります。時代は一方で人口増問題、資源問題、環境問題など歴史にかつてな
かった深刻な問題を一層深刻化させてしまう可能性があり、それとどう向き合うかが庶民の知
恵として求められていますし、他方で、足下の問題としての深刻な少子高齢化社会の中で、孤
独な高齢者を一人でもなくし、どの人も死ぬまで生き甲斐を持って生きることができる社会をど
うつくるのかというような問題が蓄積してきます。高齢化社会問題を反転させますと育児困難
問題になります。子どもがうんと少なくなるということは、子どもにとっては決してありがたいこ
とではないのですが、地域の力を借りて子育てすることがきわめて困難になった現代社会で
は、子育て困難の最大の要因になります。 

•  そうした答えの簡単に見つからない問題群に囲まれるだろうこれからの社会だけれども、大
丈夫、みんなでワイワイ知恵を出し合っていけば何とかなりますよ、私がそのワイワイの機会
をつくりますし、場も提供します、相談にも応じます、みんなでががんばりましょう、というのが、
御手洗賢成さんのスタンスではないかと推察しています。こういう人がいるから、社会は壊れ
ないで、綿々と続いてきたのだと、あらためて思いを強くします。 

•  御手洗園長は、きっとこうしたことも考えて、徳山中央幼稚園を、地域の、文字通り中核的な、
お年寄りも集いあう、文化・教育・娯楽センターとして、発展させていくだろうと思っています。楽
しみです。 

• 頑張れ！賢成。応援しています。 

 

•   第7回･12回・17回･18回・24回･25回・30回  東京大学名誉教授･白梅学園大学学長 

•        

•                                               汐見  稔幸 



２０１３ ３／６

園長 御手洗賢成

■ 最近、大津のいじめ自殺・大阪の体罰自殺・日本代表女子柔道の監督暴力など子どもや大

人を取り巻くまたかと思わせる事案が表出しています。これは、幼児期には関係がないと見

るには軽率ですが直結して考えるには短絡過ぎます。冷静に、思慮深く立ち止まって考える

ことが重要です。何故なら、この問題は今に始まったことではない長い伏線をもちつつなお

ざりにされてきた古くて新しい問題だからです。

■ 今回のいじめ自殺問題は、もう既に調査委員会の報告書が出ています。一番の注目すべ

き点は、いじめと自殺の因果関係を明確にしたということです。

それは、８０年代から引き起こされている一連のいじめ事件が、”あそびなのかいじめなの

か”の境目が分かりづらいということで具体的調査を避け続けたことで、注目を浴びている

のです。ここではっきりしておくべき第１は、『あそび』であれ『いじめ』であれ『いじり』、『冷や

かし』『からかい』であっても、投げかける側の意識がどうであれ、その言動と行動が当事者に

とって深刻な苦痛である場合は、いじめであると判断すべきだということであり、許されな

いことだということです。この点は、最終報告書も述べているところです。第２には、この『あ

そび的いじめ』には、他者の痛がる、困る､悲しむ、悩む姿を見てさらに追い込み且つ､それを

ゲームのように楽しむ感覚があるということです。これは、病理的なサディズムであり深刻

な事態が蔓延していることをも示しています。記憶に新しい１９９７年の少年Ａ の事件（神戸の事件）

は、被害少年の首を切り落とし、その血を見て異常な性的興奮をおぼえたという報告が成さ

れています。何がそうさせるのでしょうか。皆さん立ち止まって考えてみて下さい。

■ 下記に示した、対比はこの間の一連の事件の中にある境目論争の視点です。この中に、共

通する つ目は、力の強い方が弱い方に向かって、一方的『脅威』を行使するという構造だと1

いじめ か あそびか いうことです。２つ目は、セクハラの項目で見ると、行為をした側

虐待 か しつけか （肩を叩く）の思いは別にして、受けた側が左側だと感じる人と

体罰 か 指導か 右側だと感じる人がいるということです。３つ目は、行為をした

暴力 か 側には左側の意識はあまりなくあくまでも右側の意識しかない愛の鞭か

場合が多いという事実です。４つには、身体で行使する行為はえセクハラ か スキンシップか

てして『言葉の喪失』を伴うということです。そこには、『何故そ殺人 か か自己防衛

うなるのかを、指導する側も受ける側も考えるということを放戦争 か 抑止力か

棄する関係をよし』とし、尚且つそのことで相手が育つと錯覚する傲慢さしか残らないとい

うことです。人類の歴史は、相手を威嚇で支配する関係から抜け出そうとする模索の連続で

した。しかしながら、地球上には自分の国に従わない人や国を、悪の枢軸と意味付け国連組

織を形骸化しかねない大国のあることを忘れてはなりません。力で、相手をねじ伏せようと

するいたらなさを常に孕みつつ生きている私であるという自覚に立ち、『対話的関係づくり』

こそが未来を切り開く希望であるとの境界線に立ち、悩み生き抜く子どもを育みたいもので

対話的とは、力を用いずとも互いの違いのままに相互が主体として尊重され折り合いをつけられる関係です。す。



２０１３・６ 

活動なくして 発達なし 

集団なくして 発達なし 

教育なくして 発達なし 


